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代
表
・
一
般
質
問  ※

６
〜
16
ペ
ー
ジ
に
掲
載

　

今
定
例
会
で
は
、
６
月
13
、
14
日
に
15
名
の
議
員

が
代
表
・
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

ピックアップ 第２回定例会（６月）で決まったコロナ・物価高騰対策の主な事業

全
市
民
に
元
気
券

　
　
　
　
　

１
万
円
分
を
配
布

地
域
経
済
活
性
化
・
生
活
者
支
援
事
業

7億 8428万円

第2回定例会（６月の概要）
　

令
和
４
年
第
２
回
定
例
会
が
５
月
27
日
か
ら
６
月
17

日
ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

金
丸
市
長
か
ら
、
専
決
処
分
案
３
件
、
条
例
案
２
件
、

予
算
案
２
件
、
ほ
か
６
件
合
わ
せ
て
13
案
件
の
提
出
が

あ
り
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

４
ペ
ー
ジ
参
照

　

こ
の
う
ち
、
一
般
会
計
補
正
予
算
案
は
、
補
正
額
を
16

億
９
９
６
１
万
７
千
円
と
し
、
予
算
総
額
を
３
３
０
億

４
１
５
８
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
、
コ
ロ
ナ
対
策
お
よ

び
物
価
高
騰
対
策
の
事
業
が
多
く
を
占
め
ま
し
た
。　

　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

下
段
参
照

　

ま
た
、
専
決
処
分
案
の
う
ち
承
認
第
３
号
に
つ
い
て
は

討
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　

※

３
ペ
ー
ジ
上
段
参
照

　

市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
案
件
は
、
い
ず
れ
も
原
案
の

と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
山
梨
県
労
働
組
合
総
連
合
か
ら
請
願
が

あ
り
ま
し
た
が
、
審
査
の
結
果
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

３
ペ
ー
ジ
中
段
参
照

１億 3780万円5803万円3506万円

１億 7821万円5117万円１億 1454万円8701万円

 

・
利
用
可
能
期
間
は

　
　
令
和
４
年
11
月
１
日
〜
令
和
５
年
１
月
31
日

 

・
９
月
頃
か
ら
順
次
配
布
を
開
始

 

・
元
気
券
は
３
回
目
の
発
行

４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

　
　
　
　
　
　
　

体
制
を
確
保

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

60
歳
以
上
の
高
齢
者
や
基
礎
疾
患
の
あ
る
方
を
対
象

に
し
た
４
回
目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
を
確
保

給
食
費
の
保
護
者
負
担
を
軽
減

 

・
給
食
費
の
保
護
者
負
担
金
を
約
30
％
分
減
額

 

・
令
和
４
年
度
２
〜
３
学
期
の
市
立
小
中
学
校

　
　
給
食
費
が
対
象

給
食
費
の
物
価
高
騰
分
を

　
　
　
　
　
　
　
　

市
が
負
担

 

・
物
価
高
に
よ
る
給
食
食
材
費
の
高
騰
分
を

　
　
市
が
負
担
す
る

 

・
令
和
４
年
度
分
の
市
立
小
中
学
校
給
食
費
等
が
対
象

新
た
に
住
民
税
非
課
税

　
　

と
な
っ
た
世
帯
に
給
付
金

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金
支
給
事
業

 

・
対
象
一
世
帯
あ
た
り
10
万
円
を
支
給

 

・
令
和
３
年
度
に
同
給
付
金
等
を
受
給
し
て
い
な
い

　
　
世
帯
が
対
象

 

・
国
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業

新
た
に
住
民
税
所
得
割
非
課
税

　
　

と
な
っ
た
世
帯
に
給
付
金

住
民
税
所
得
割
非
課
税
世
帯
臨
時
給
付
金
支
給
事
業

 

・
対
象
一
世
帯
あ
た
り
10
万
円
を
支
給

 

・
令
和
３
年
度
に
同
給
付
金
等
を
受
給
し
て

   

い
な
い
世
帯
が
対
象

 

・
南
ア
ル
プ
ス
市
が
単
独
で
実
施
す
る
事
業

一
定
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る

　
　

生
活
困
窮
世
帯
に
支
援
金

生
活
困
窮
世
帯
緊
急
生
活
支
援
金
支
給
事
業

 

・
対
象
一
世
帯
あ
た
り
１
万
５
千
円
を
支
給

 

・
山
梨
県
の
補
助
金
を
活
用
し
た
事
業

ひ
と
り
親
世
帯
お
よ
び

住
民
税
非
課
税
の

　
　
　

子
育
て
世
帯
に
給
付
金

子
育
て
世
帯
生
活
支
援
特
別
給
付
金
支
給
事
業

・
対
象
世
帯
に
対
し
、
児
童
一
人
あ
た
り

　
　５
万
円
を
支
給

一
般
会
計
補
正
予
算

コ
ロ
ナ
・
物
価
高
騰
対
策
に
注
力
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　 見直しにより、 課税限度額は初めて１００万円を

超える。 引き上げを認めた２月の答申以降、 物価

が高騰しており再検討が必要だ。

承認第３号   南アルプス市国民健康保険税条例の一部を改正する条例の
  専決処分につき承認を求めることについて　　

討 論　　                         私はこう考える

物価高騰の折、

再検討が必要

名取 泰 議員
反
　
対

賛
　
成

賛成！ 反対！

  　　  承認案の概要　　　　
・国民健康保険税の課税限度額の引き上げ。

　　　　　　　　　　　　　・基礎課税額の限度額を63万円から65万円に、後期高齢者支援金等課税額の
　　　　　　　　　　　　　　限度額を19万円から20万円に引き上げる。

　 今回の一部改正は、 高所得者層の限度額引き上げ

により、 中間所得者層を中心とした被保険者の負担

上昇を抑制することが目的である。

中間層の負担上昇

抑制が目的

北村 千代子 議員

討論後の起立採決の結果、賛成多数で原案は承認となりました。

請願第４－２号  　「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の
  採択を求める請願書　　　　　　　　　　

  　　     
請願の概要

　　　　  
下記の項目の早期実現を求め、議会から国等へ意見書を提出すること

　　　　　　　　　　　　　　・最低賃金1500円以上をめざすこと。
　 　　　　　　　　　　　　    ・最低賃金法を全国一律最低賃金制度に改正すること。
　　　　　　　　　　　　　　・中小企業への支援策を最大限拡充し、国民の生命と財産を守ること。

　 人への投資を抜本的に強化し、 持続的な賃金上

昇を実現するには、 感染症の影響を受けて厳しい

業務状況の企業に配慮しつつ、 雇用維持との両立

を図りながら、 賃上げしやすい環境を整備すること

が最優先である。

まずは全国加重平均

１０００円超に

齊藤 博明 議員反
　
対

賛
　
成

　 全国調査によれば、 最低限必要な生計費は、 都市

部でも地方でも大きな格差はなく、 時給換算で1500

円以上必要だ。 今、 政治全体が中小企業支援を前提

とした賃上げの方向を向いている。 請願を採択し、

地方から政府を後押ししよう。

まともに暮らせる

最低賃金実現を

名取 泰 議員

討論後の起立採決の結果、賛成少数で請願は不採択となりました。

今
定
例
会
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
導
入
し
ま
し
た

南アルプス市議会では、議会改革として
以下の取り組みを行っています。
・ 議会の見える化

・ 市民の声を市政に反映

・ 行政の監視機能の強化

・ 政策提言

・ タブレット PC を使った議会運営

18、19 ページに、

これまでの改革の取組みを
まとめましたので、
ぜひご覧ください。
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令和４年  第2 回定例会  審議した議案とその結果

　
　
　
「
会
議
は
原
則
と
し
て
公
開
し
て
行

　
　
　

う
」
と
あ
る
が
、
会
議
の
予
定
は
あ

ら
か
じ
め
公
表
す
る
の
か
。

　
　
　
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
公
表
す
る
。

●
財
産
の
取
得

　
（
消
防
団
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
）

　
　
　

今
回
購
入
の
消
防
ポ
ン
プ
車
の
仕
様

　
　
　

は
３
台
と
も
共
通
し
た
も
の
か
。
ま

た
そ
の
内
容
は
。

　
　
　
３
台
と
も
同
じ
仕
様
で
あ
る
。
内
容

　
　
　
は
６
人
乗
り
、
２
Ｗ
Ｄ
の
Ａ
Ｔ
車
で
、

ポ
ン
プ
に
つ
い
て
は
１
分
間
に
２
千
リ
ッ
ト
ル

を
放
水
で
き
る
。
道
路
交
通
法
の
改
正
に
合

わ
せ
て
、
新
入
団
員
も
運
転
で
き
る
よ
う
総

重
量
は
３
．
５
ト
ン
未
満
と
し
た
。

●
財
産
の
取
得

　
（
高
規
格
救
急
自
動
車
）

　
　
　

救
急
車
の
メ
ー
カ
ー
も
い
く
つ
か
あ

　
　
　

る
と
思
う
が
、
車
内
レ
イ
ア
ウ
ト
や

業
務
機
材
の
構
成
な
ど
、
高
規
格
救
急
車
と

し
て
の
標
準
的
あ
る
い
は
最
低
限
の
仕
様
を

定
め
た
も
の
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
現
在
、
メ
ー
カ
ー
は
日
産
と
ト
ヨ
タ
の

　
　
　
２
社
で
、
高
規
格
救
急
車
と
し
て
の
仕

様
は
決
まって
い
る
。

   

総
務
常
任
委
員
会

●
南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
高
度
活
用

　

計
画
検
討
委
員
会
条
例
の
制
定

　
　
　

検
討
委
員
会
は
15
名
以
内
で
組
織

　
　
　

す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
人
員
構
成
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
委
員
の
構
成
は
、
学
識
経
験
者
３
〜
４

　
　
　
名
、
地
権
者
代
表
を
若
草
と
櫛
形
か

ら
合
わ
せ
て
２
〜
４
名
、
市
内
団
体
で
数
名
、

公
募
に
よ
る
選
出
者
を
若
干
名
考
え
て
い
る
。

　
　
　

市
内
団
体
と
は
、
具
体
的
に
ど
う
い

　
　
　

う
団
体
か
。

　
　
　
Ｊ
Ａ・
商
工
会
・
そ
の
他
土
地
利
用

　
　
　
に
関
係
す
る
団
体
か
ら
選
出
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。　

QA

QAQA

６
月
議
会

 

常
任
委
員
会

委
員
長
報
告

　

常
任
委
員
会
の
質
疑
の
要
約
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
常
任
委
員
会
で
は
、
条

例
案
な
ど
予
算
以
外
の
案
件
に
つ
い
て

審
査
し
ま
し
た
。

結
　

果

藤
田
亜
由
未

保
坂
　

健

飯
野
多
惠
子

三
枝
　

守
和

松
野
　

昇
平

戸
栗
　

淳

三
木
　

充

有
野
　

一
成

櫻
田
　

力

花
輪
　

幸
長

村
松
三
千
雄

野
中
　

國
幹

北
村
千
代
子

矢
﨑
　

俊
秀

名
取
　

泰

小
池
　

伸
吾

斉
藤
　

諭

清
水
　

重
仁

齊
藤
　

博
明

河
野
木
綿
子

小
林
　

敏
徳

承認 2 税条例の一部を改正する条例の専決処分 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

承認 3 国民健康保険税条例の一部を改正する条例の専決処分 承認 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 ×

承認 4 介護保険条例の一部を改正する条例の専決処分 承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 50 南アルプスＩＣ周辺高度活用計画検討委員会条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 51 農業後継者奨学助成金支給条例 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 52 一般会計補正予算（第1号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 58 一般会計補正予算（第2号） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

同意 21 公平委員会委員の選任 同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 53 財産の取得（消防団消防ポンプ自動車） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 54 財産の取得（高規格救急自動車） 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 55 市道路線の認定 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 56 市道路線の変更 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案 57 市道路線の廃止 可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

請願 4-2
「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」
の採択を求める請願書 不採択 〇 × × × 〇 × × 〇 〇 × × × × 〇 〇 × × × × × 〇

令和４年度補正予算

その他

 
上程議案

専決処分の承認

条例の制定

条例の一部改正

飯野久議長は議事進行のため賛否表明はしません。

賛否同数の場合のみ、議長裁決として表明します。

〇：賛成

×：反対

QA

QA
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広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
の
ほ

　
　
　
か
、
公
共
機
関
で
の
チ
ラ
シ
の
設
置

を
考
え
て
い
る
。

　
　
　
助
成
金
額
は
、
雄
が
１
万
円
、
雌
が

　
　
　

１
万
５
千
円
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、

そ
の
金
額
で
手
術
は
で
き
る
の
か
。

　
　
　
手
術
の
金
額
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、
雄

　
　
　
は
１
万
千
円
〜
１
万
４
千
円
程
度
、

雌
は
１
万
９
千
円
〜
２
万
６
千
円
程
度
と

な
っ
て
い
る
。
差
額
は
個
人
の
負
担
と
な
る
。

●
民
間
保
育
所
活
動
支
援
事
業

　
　
　

保
育
所
や
幼
稚
園
に
入
所
し
て
い
な

　
　
　

い
子
ど
も
を
持
つ
世
帯
が
、
一
時
的

に
育
児
が
困
難
と
な
っ
た
場
合
に
、
市
内
５

か
所
の
保
育
園
等
を
利
用
で
き
る
一
時
預
か

り
保
育
に
つ
い
て
、
い
つ
か
ら
無
償
化
と
な

る
の
か
。

　
　
　
今
年
度
の
４
月
に
さ
か
の
ぼっ
て
無
償

　
　
　
化
の
対
象
と
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　

周
知
の
方
法
は
。

  

質
疑
の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す

  

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

●
歳
入

　
　
　

道
路
新
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
、
当 

　
　
　

初
予
算
で
は
合
併
特
例
債
を
財
源
に

活
用
し
て
い
た
。
同
事
業
を
今
回
の
補
正
予

算
で
は
一
般
財
源
と
し
て
い
る
が
そ
の
理
由

は
。

　
　
　
合
併
特
例
債
の
残
額
が
ほ
と
ん
ど
な

　
　
　
い
た
め
、
今
回
は一
般
財
源
で
対
応

し
て
い
る
。

●
猫
不
妊
・
去
勢
手
術
助
成
事
業

　
　
　
猫
の
不
妊
手
術
ま
た
は
去
勢
手
術
の

　
　
　

費
用
を
助
成
す
る
と
い
う
内
容
で
あ

る
が
、
市
民
へ
の
周
知
の
方
法
は
。

　
　
　
こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
保
育
所

　
　
　
で
の
掲
示
、
広
報
等
へ
の
掲
載
を
考

え
て
い
る
。

●
若
草
小
学
校
校
舎
改
築
事
業

　
　
　

若
草
小
学
校
校
舎
改
築
に
お
け
る
工

　
　
　

事
期
間
中
の
仮
設
校
舎
設
計
費
の
補

正
予
算
で
あ
る
が
、
仮
設
校
舎
に
エ
ア
コ
ン

の
設
置
は
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
仮
設
校
舎
に
も
エ
ア
コ
ン
の
設
置
を

　
　
　
予
定
し
て
い
る
。

●
教
科
担
任
制
推
進
事
業

　
　
　

市
内
小
中
学
校
３
校
（
若
草
小
学

　
　
　

校
、
若
草
南
小
学
校
、
若
草
中
学
校
）

が
県
の
教
科
担
任
制
推
進
校
に
指
定
さ
れ
、

教
科
担
任
制
を
導
入
す
べ
き
教
科
や
活
用
法

等
に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
が
、
３
校
が
指
定
さ
れ
た
経
緯
は
。

　
　
　
県
の
指
定
で
、
山
梨
県
で
は
合
計
14 

　
　
　
校
が
、
そ
の
う
ち
南
ア
ル
プ
ス
市
は

３
校
が
指
定
さ
れ
た
。

　
　
　

今
回
の
事
業
の
中
で
教
科
担
任
制
を

　
　
　

導
入
す
る
教
科
は
決
ま
っ
て
い
る
の
か
。

　
　
　
中
心
的
な
も
の
は
、
小
学
校
高
学
年

　
　
　
の
英
語
、
理
科
、
算
数
と
な
る
。

  

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

●
歳
入

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応

　
　
　

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
、

QA

A

本
市
で
は
こ
の
交
付
金
を
限
度
額
い
っ
ぱ
い

ま
で
活
用
す
る
と
い
う
こ
と
で
い
い
か
。

　
　
　
そ
の
と
お
り
活
用
す
る
。

　
　
　
今
回
、
３
つ
の
基
金
か
ら
の
基
金
繰

　
　
　

入
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
繰
入

後
の
３
基
金
の
残
高
は
。

　
　
　
３
基
金
の
残
高
は
、
財
政
調
整
基
金

　
　
　
が
31
億
８
７
０
６
万
２
千
円
、
公
共

施
設
整
備
等
事
業
基
金
が
51
億
６
４
７
３
万

３
千
円
、
地
域
振
興
基
金
が
27
億
２
３
３
９

万
１
千
円
と
な
る
。

●
若
草
保
育
所
新
築
整
備
事
業

　
　
　

若
草
保
育
所
園
舎
建
築
工
事
の
入
札

　
　
　

が
不
調
と
な
っ
た
。
予
定
価
格
の
積

算
を
行
っ
た
時
期
か
ら
入
札
ま
で
の
間
に
物

価
が
上
昇
し
て
い
た
た
め
、
設
計
積
算
の
単

価
を
見
直
し
た
上
で
再
度
入
札
に
か
け
る
と

の
こ
と
だ
が
、
再
び
入
札
が
不
調
と
な
る
こ

と
は
な
い
か
。

　
　
　
市
場
価
格
等
を
考
慮
し
た
適
正
な
予

　
　
　
定
価
格
と
し
た
の
で
、
落
札
さ
れ
る

と
考
え
て
い
る
。

Q

QA

 
予
算
特
別
委
員
会

レ
ポ
ー
ト

　

予
算
特
別
委
員
会
は
議
長
を
除
く
全

議
員
で
、
６
月
15
日
に
審
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

今
定
例
会
で
は
、
５
月
27
日
に
提
出

さ
れ
た
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

お
よ
び
６
月
14
日
に
追
加
で
提
出
さ
れ

た
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）の
２

案
件
が
当
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し

た
。

A

Q

A Q

A

Q

A Q

A Q

 

審
査
結
果

　

付
託
さ
れ
た
２
つ
の
予
算
案
に
つ
い
て

は
、
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

A Q

A Q

A

Q
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市政のここを聞く！
代表質問の映像をご視聴いただけます。

討
議
の
焦
点

ウイズコロナ・ポストコロナ時代における
本市の政策戦略は▲

「市まち・ひと・しごと創生総合戦略」をビジョンと位置づけ
　事業推進を図っていく。

 南アルプス産果樹の「ブランド化」を目指した
販売戦略は▲

新たに本市のブランド認定とするため組織の設立を進め
　販路拡大に繋げていく。

新政南アルプス

村松 三千雄 議員

パソコンを活用した授業のようす

　
更
に
３
年
７
月
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
、
脱
炭
素
化
の
要

素
を
加
え
、
市
戦
略
を
改
定
し
ウ
イ
ズ
コ
ロ

ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お
け
る
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て

位
置
づ
け
た
。

　
今
後
、
市
民
や
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
改
め

て
丁
寧
に
周
知
を
行
い
共
有
し
て
い
く
。

  

南
ア
ル
プ
ス
産
果
樹
の
「
ブ
ラ
ン
ド  

  

化
」を
目
指
し
た
販
売
戦
略

　
　
　

農
産
物
の
販
路
拡
大
の
た
め
、
ブ
ラ 

　
　
　

ン
ド
化
や
Ｐ
Ｒ
活
動
、
新
規
食
材
へ

の
果
樹
利
用
の
推
進
を
図
る
と
し
て
い
る
が
。

　
　
　
市
独
自
の
品
質
・
規
格
等
の
基
準
策

　
　
　
定
に
向
け
て
組
織
の
設
立
準
備
を
進

め
、
貴
陽
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
等
を
、
新

た
に
本
市
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
認
定
し
、
更
な

る
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
に
努
め
て
い
く
。

  

ウ
イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ

  

時
代
に
お
け
る
本
市
の
政
策
戦
略

　
　
　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
本
市
に
も

　
　
　

た
ら
し
た
影
響
と
履
歴
効
果
を
、
ど

う
捉
え
て
い
る
か
。

　
　
　
必
要
な
方
に
必
要
な
支
援
を
届
け
る

　
　
　
こ
と
を
基
本
と
し
、
市
内
事
業
者
の

事
業
継
続
を
下
支
え
す
る「
事
業
者
持
続
化

給
付
金
給
付
」を
迅
速
に
実
施
し
、ま
た
市
独

自
策
の「
南
ア
ル
プ
ス
元
気
券
」を
発
行
し
た
。

　
更
に
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
加
速
が
国
か

ら
示
さ
れ
、
私
の
公
約
で
あ
る
「
将
来
に
向

け
た
教
育
環
境
の
整
備
」
に
合
致
す
る
た
め
、

迅
速
に一人一台
パ
ソ
コ
ン
体
制
を
実
現
し
、
履

歴
効
果
と
し
て
現
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
ま
た
、
感
染
症
拡
大
に
よ
り
地
方
で
の
生

活
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、
ア
ク
セ
ス
が
容

易
で
、
魅
力
的
な
自
然
・
地
域
資
源
を
有
す

る
発
展
的
可
能
性
や
優
位
性
か
ら
、
人
口
の

社
会
増
や
企
業
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
が
増
え

る
な
ど
、
改
め
て
認
識
さ
れ
た
。

　
　
　

新
し
い
未
来
を
切
り
拓
く
た
め
、
ウ

　
　
　

イ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
に
お

け
る
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
ビ
ジ
ョ
ン

を
市
民
に
示
す
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
が
。

　
　
　
令
和
２
年
３
月
に
、「
市
創
生
総
合

　
　
　
戦
略
」
を
見
直
し
、
企
業
誘
致
、
観

光
振
興
、
移
住
定
住
な
ど
、
人
や
企
業
を
引

き
込
む
施
策
を
中
心
に
「
第
二
期
戦
略
」
を

策
定
し
推
進
力
の
強
化
を
図
っ
た
。

　
ま
た
、「
バ
イ
・
ふ
じ
の
く
に
」
を
は
じ
め
、

駿
河
湾
沼
津
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
名
古
屋
駅

や
百
貨
店
等
で
、
観
光
Ｐ
Ｒ
と
特
産
品
販
売

フ
ェ
ア
の
開
催
。
更
に
首
都
圏
の
百
貨
店
大

型
ビ
ジ
ョ
ン
に
て
、Ｐ
Ｒ
動
画
放
映
と
、Ｊ
Ａ
と

連
携
し
貴
陽
の
販
売
促
進
会
を
予
定
し
て
い

る
。

　
更
に
Ｊ
Ａ
と
連
携
し
、
首
都
・
中
京
圏
に

業
務
を
展
開
す
る
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
専
門
店
の

期
間
限
定
フ
ル
ー
ツ
サ
ン
ド
へ
の
食
材
提
供
の

継
続
と
、
千
葉
の
大
型
観
光
施
設
が
運
営
す

る
カ
フ
ェ
の
ス
イ
ー
ツ
商
品
へ
の
提
供
も
予
定

し
て
い
る
。

　
今
後
、新
広
域
経
済
圏
「
山
の
洲
（
く
に
）」

の
取
組
み
に
よ
り
、
長
野
・
新
潟
県
地
域
へ

展
開
し
、
新
た
な
販
路
拡
大
や
ブ
ラ
ン
ド
の

確
立
に
繋
げ
て
い
く
。

　
　
　

輸
出
促
進
に
向
け
て
の
政
策
転
換
を

　
　
　

積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
。

　
　
　
農
産
物
の
輸
出
は
、
全
農
山
梨
が
輸

　
　
　
出
事
業
者
を
通
じ
て
進
め
て
い
る
。

国
は
28
の
輸
出
重
点
品
目
を
選
定
し
、
ブ
ド

ウ
・
モ
モ
・
あ
ん
ぽ
柿
等
は
本
市
も
該
当
し
、

昨
年
度
の
輸
出
実
績
は
ブ
ド
ウ
が
約
１
０
０

０
㎏
、
モ
モ
が
約
１
９
０
０
㎏
、
ス
モ
モ
が

約
１
４
０
㎏
で
あ
る
。　

　
今
後
、
清
水
港
や
富
士
山
静
岡
空
港
を
活

用
し
た
本
市
独
自
の
輸
出
販
売
戦
略
を
、Ｊ

Ａ
や
輸
出
関
係
事
業
者
と
共
に
調
査
研
究
し

て
い
く
。

QAQA

QA

QA
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討
議
の
焦
点

移住・定住支援策の拡充を

▲

補助金の活用が増加傾向であり、支援策の強化については、
　近隣自治体の様子を調査しながら検討していく。

 美術館運営の今後の方針は

▲

魅力的な企画展の開催や、地域文化教育の充実に努めていく。 躍進会

野中 國幹 議員

代表質問代表質問代表質問

改
修
費
の
２
分
の
１
以
内
、
１
０
０
万
円
を

上
限
と
し
て
補
助
す
る
制
度
で
あ
る
が
、
補

助
対
象
が
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
者
と
な
っ
て

い
る
。
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
者
で
な
け
れ
ば

補
助
を
受
け
ら
れ
な
い
理
由
は
。

　
　
　
本
制
度
は
、
移
住
・
定
住
を
推
進
す

　
　
　
る
た
め
、
空
き
家
バ
ン
ク
登
録
物
件

の
機
能
回
復
を
支
援
し
、
円
滑
な
売
買
や
賃

  

移
住
・
定
住
施
策

　
　
　
若
者
世
帯
定
住
支
援
奨
励
金
事
業
が

　
　
　
導
入
さ
れ
、
事
業
の
活
用
は
年
々
増

加
傾
向
で
あ
る
。
こ
の
補
助
基
準
の
見
直
し

は
で
き
な
い
か
。

　
　
　
本
事
業
は
、
申
請
件
数
も
増
加
傾
向

　
　
　
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
若
者
世
帯
が
本

市
へ
の
移
住
・
定
住
を
検
討
す
る
際
に
、
後

押
し
を
す
る
制
度
と
し
て
効
果
的
な
事
業
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
奨
励
金
増
額
に
よ
る
制
度
内
容
の
変
更
も

一
つ
の
手
法
だ
と
は
思
う
が
、
費
用
対
効
果

で
の
検
討
も
必
要
な
の
で
、
近
隣
自
治
体
の

補
助
内
容
も
調
べ
な
が
ら
、
基
準
に
つ
い
て
は

研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
結
婚
新
生
活
支
援
事
業
と
移
住
支
援

　
　
　
金
交
付
事
業
の
、
支
援
基
準
の
見
直

し
に
つ
い
て
検
討
す
る
考
え
は
。

　
　
　
本
事
業
は
、
少
子
化
対
策
や
移
住
・

　
　
　
定
住
人
口
の
拡
大
に
向
け
た
、
新
た

な
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。
本
制
度

に
つ
い
て
は
、
随
時
見
直
し
を
行
い
補
助
対

象
項
目
に
追
加
さ
れ
た
、
住
宅
改
修
費
や
夫

婦
の
年
齢
条
件
に
よ
る
補
助
金
額
の
上
限
額

が
拡
大
さ
れ
る
な
ど
、
よ
り
効
果
的
に
運
営

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き
続
き
事
業
の

対
応
に
努
力
し
て
い
く
。

　
　
　
「
南
ア
ル
プ
ス
市
空
き
家
活
用
定
住

　
　
　
促
進
事
業
補
助
金
」
は
、
空
き
家
の

貸
を
促
す
と
いっ
た
空
き
家
バ
ン
ク
事
業
を
後

押
し
す
る
た
め
の
制
度
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て

い
る
の
で
、
空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
し
て
い
な

い
物
件
は
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
空
き
家
を
利
用
し
て
改
装
や
リ
フ
ォ
ー

　
　
　
ム
を
行
う
と
す
れ
ば
、
費
用
面
で
も

多
額
の
費
用
が
必
要
と
な
る
。
現
行
の
上
限

１
０
０
万
円
の
見
直
し
は
さ
れ
な
い
か
。

　
　
　
ほ
か
の
自
治
体
の
制
度
内
容
も
見
な

　
　
　
が
ら
、
調
査
研
究
を
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

  

美
術
館
の
運
営
方
針

　
　
　
平
成
30
年
度
に
大
規
模
改
修
を
行
い
、

　
　
　
こ
れ
に
伴
う
記
念
事
業
が
展
開
さ

れ
、
過
去
に
な
い
来
館
者
を
迎
え
る
こ
と
が

で
き
た
。
今
後
更
に
市
内
外
に
向
け
て
魅
力

あ
る
美
術
館
と
す
る
た
め
、
ど
の
よ
う
な
運

営
を
行
っ
て
い
く
か
。

　
　
　
美
術
館
の
根
幹
で
あ
る
展
示
、
収
蔵

　
　
　
作
品
の
「
調
査
研
究
活
動
」
を
発
展

さ
せ
、
多
く
の
皆
さ
ま
が
ご
来
館
い
た
だ
け

る
魅
力
的
な
企
画
展
の
開
催
に
繋
げ
て
い
く
。

　
ま
た
、「
市
民
の
芸
術
表
現
の
場
の
創
出
」

「
学
校
と
の
連
携
に
よ
る
地
域
文
化
教
育
の
充

実
」「
地
域
文
化
資
源
に
よ
る
お
も
て
な
し
」

を
併
せ
て
運
営
方
針
と
し
て
掲
げ
推
進
し
て

い
く
。

QA

A

Q

Q
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公明党

齊藤 博明 議員

ど
、国
で
示
さ
れ
た
取
組
み
事
例
で
あ
る
、「
生

活
に
困
窮
す
る
方
々
へ
の
生
活
支
援
」「
学
校

給
食
費
等
の
負
担
軽
減
」「
子
育
て
世
帯
の

支
援
」
な
ど
、
交
付
金
の
活
用
と
合
わ
せ
、

市
単
独
事
業
費
で
の
対
応
も
含
め
て
、
効
果

的
な
支
援
策
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

  

本
市
の
学
校
施
設
に
お
け
る

  

基
本
方
針

　
　
　
若
草
小
学
校
改
築
基
本
計
画
に
お
い 

　
　
　
て
、
エ
コ
ス
ク
ー
ル
・
プ
ラ
ス
お
よ

び
Ｚ
Ｅ
Ｂ（
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

ビ
ル
）
に
即
し
た
施
設
を
目
標
と
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
。
脱
炭
素
社
会
の
実
施
に

貢
献
す
る
、
持
続
可
能
な
教
育
環
境
を

実
現
す
る
た
め
に
、
本
市
は
将
来
に
向

け
た
ビ
ジ
ョ
ン
と
具
体
策
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
こ
れ
か
ら
の
教
育
施
設
の
整
備

　
　
　
に
つ
い
て
は
、
安
全
、
安
心
で

快
適
な
教
育
環
境
を
確
保
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
な
ど
多
様
な
教
育
方
法
、
学
習

活
動
へ
の
適
応
性
に
配
慮
し
た
施
設
と

し
な
が
ら
、
地
域
に
親
し
ま
れ
る
と
と

も
に
、
防
災
面
や
耐
久
性
に
も
考
慮
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　
更
に
は
、
社
会
的
な
要
請
と
し
て
、

脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
省
エ
ネ

対
応
な
ど
に
よ
る
環
境
負
荷
の
低
減
や
、

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
も
留
意
し
て

  

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
（
コ
ロ
ナ
禍

  

に
お
け
る
原
油
価
格
、物
価
高
騰
対

  

応
分
）
の
活
用

　
　
　
公
明
党
の
強
い
要
請
に
対
し
て
、
新

　
　
　
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地

方
創
生
臨
時
交
付
金
を
拡
充
し
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
原
油
価
格
、
物
価
高
騰
対
応
分
が

創
設
さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
地
方
自
治
体

が
実
施
す
る
生
活
に
困
窮
す
る
方
々
の
生
活

支
援
や
学
校
給
食
費
等
の
負
担
軽
減
な
ど
、

子
育
て
世
帯
の
支
援
、
ま
た
農
林
水
産
業
や

運
輸
、
交
通
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
中
小
企

業
者
等
の
支
援
と
い
っ
た
取
組
み
を
し
っ
か

り
後
押
し
す
る
こ
と
が
総
合
緊
急
対
策
に
明

記
さ
れ
て
い
る
。
雇
用
維
持
・
雇
用
機
会
の

確
保
、
困
窮
者
支
援
な
ど
、
生
活
者
支
援
に

関
す
る
事
業
実
施
計
画
は
。

　
　
　
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
に
つ
い
て
は
、

　
　
　
本
市
に
は
こ
れ
ま
で
、
約
19
億
円
が

交
付
さ
れ
て
お
り
、
交
付
金
を
活
用
し
、
地

域
経
済
消
費
喚
起
事
業
、
事
業
者
持
続
化

給
付
金
事
業
、
小
中
学
校
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
整
備
事
業
、
宿
泊
・
旅
客
運
送
事
業
者
支

援
事
業
な
ど
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
る
事
業
者
の
皆
さ
ま
に
対
し
、

迅
速
な
支
援
を
心
が
け
実
施
し
て
き
た
。

　
令
和
４
年
度
に
は
、
約
２
億
７
千
５
百
万

円
の
交
付
限
度
額
が
、
本
市
に
内
示
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
現
在
は
、
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対
策
な

い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
施
設
規
模
が
大
き
い
学
校
は
、エ
ネ
ル
ギ
ー

消
費
量
も
大
き
い
た
め
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
の
取
組
み
に
よ
る
削
減
効
果
や
、
身
近
な

公
共
施
設
と
し
て
、
環
境
教
育
や
防
災
面
等

で
の
地
域
へ
の
貢
献
度
も
大
き
く
な
る
。

　
学
校
施
設
整
備
に
際
し
て
は
、
断
熱
性
に

優
れ
た
建
材
や
、Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
な
ど
に
よ
る
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
、
ま
た
、
太
陽
光
発
電
を
は

じ
め
と
す
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入

な
ど
、
新
し
い
技
術
や
設
備
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

取
り
入
れ
、
環
境
対
策
へ
の
貢
献
、
普
及
啓

発
の
先
導
的
役
割
を
担
う
よ
う
取
り
組
ん
で

い
く
。

QA

A Q

今回の交付金の活用について
市は何を最優先と考えるか▲

一刻も早い対応が求められる。
　早急に市民に最も必要な支援策を取りまとめる。

ゼロカーボン、脱炭素社会の実現に向けた
市の考えは▲

環境教育の教材にも活用し、積極的、長期的に脱炭素社会の
　実現に向けて取り組む。

ＺＥＢ（ネット・ゼロ・エネルギー・ビル）とは、省エネと創エネでエネルギー
消費量を正味（ネット）でゼロにすることを目指した建物のこと
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総務省の指摘にある予定価格の事前公表が
弊害になって落札率が高止まりにある。

▲

県内で事後公表を実施している４市の落札率は、平均で96．4％
　から98％にある。事後公表でも落札率は下がるとは考えにくい。

６
％
上
回
る
96
・
３
％
に
あ
り
改
善
の
余
地

が
あ
る
。
ち
な
み
に
、
都
道
府
県
の
平
均
の

落
札
率
と
本
市
の
落
札
率
の
差
に
あ
る
２
・

６
％
は
、
若
草
保
育
所
の
予
定
価
格
で
算
定

す
る
と
１
２
０
０
万
円
以
上
の
経
済
効
果
が

期
待
で
き
る
。

　

一
方
、
南
ア
ル
プ
ス
市
の
令
和
３
年
度
の

建
築
工
事
総
額
は
、
約
16
億
２
千
万
円
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
落
札
率
２
・
６
％
の
改
善
で

４
２
１
２
万
円
の
経
済
効
果
が
得
ら
れ
た
。

ま
た
平
成
27
年
か
ら
令
和
３
年
ま
で
の
建
築

物
の
総
工
事
費
は
１
１
２
億
２
６
０
０
万
円

で
あ
る
が
、
全
国
平
均
の
落
札
率
と
同
等
で

は
７
億
円
以
上
の
経
済
効
果
が
得
ら
れ
た
。

こ
れ
を
機
会
に
若
草
保
育
所
の
園
舎
建
築
工

事
の
適
正
な
競
争
性
を
図
る
観
点
か
ら
、
予

定
価
格
の
事
前
公
表
を
改
め
る
必
要
が
あ

る
。

　
　
　
入
札
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
見
直

　
　
　
し
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
入
札
の

透
明
性
、公
平
性
、競
争
性
を
確
保
し
て
、国
、

県
や
近
隣
市
の
動
向
を
踏
ま
え
対
応
す
る
。

  
桃
源
文
化
会
館
の
大
ホ
ー
ル
の

  
特
定
天
井
の
改
修

　
　
　

大
ホ
ー
ル
の
特
定
天
井
は
未
改
修
で 

　
　
　

あ
る
が
、
安
全
性
に
関
し
問
題
を
残

し
た
ま
ま
で
は
教
育
文
化
政
策
推
進
に
支
障

が
あ
る
。

　
　
　
関
係
法
令
に
基
づ
き
、
専
門
家
の
意

　
　
　
見
、
利
用
者
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が

  

若
草
保
育
所

  

園
舎
建
築
工
事
の
入
札

　
　
　

市
の
入
札
は
予
定
価
格
を
事
前
公
表  

　
　
　

と
し
て
い
る
が
、
国
の
対
応
と
同
じ

事
前
公
表
と
し
な
い
扱
い
に
合
理
性
が
あ
る

と
考
え
る
が
市
の
所
見
は
。

　
　
　
法
令
上
の
制
約
が
な
い
た
め
、
予
定

　
　
　
価
格
の
事
前
公
表
を
採
用
し
て
い
る
。

　
　
　

市
の
事
前
公
表
の
理
由
は
、
総
務
省

　
　
　

が
指
摘
し
た
弊
害
の
解
決
に
は
あ
た

ら
な
い
。

　
　
　
適
正
な
競
争
が
行
わ
れ
て
お
り
、
予

　
　
　
定
価
格
の
事
前
公
表
に
問
題
は
な
い
。

　
　
　

予
定
価
格
事
前
公
表
に
よ
る
入
札
の

　
　
　

平
均
落
札
率
は
ど
れ
ほ
ど
か
。

　
　
　
令
和
２
年
度
の
公
共
工
事
の
落
札
率

　
　
　
は
、
平
均
96・
３
％
で
あ
る
。

　
　
　

こ
の
状
況
は
、
総
務
省
が
指
摘
し
た

　
　
　

事
前
公
表
が
弊
害
と
な
っ
て
落
札
率

が
高
止
ま
り
に
あ
る
。

　
　
　
県
内
で
事
後
公
表
を
実
施
し
て
い
る

　
　
　
４
市
の
落
札
率
は
、
平
均
で
96・
４
％

か
ら
98
％
に
あ
る
。
事
後
公
表
で
も
落
札
率

は
下
が
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　
　
　

神
戸
市
の
令
和
３
年
度
実
施
の
体
育

　
　
　

館
の
落
札
率
は
88
％
で
あ
る
。
ま
た
、

長
野
県
の
資
料
で
は
全
国
の
都
道
府
県
の
落

札
状
況
は
平
均
で
93
・
７
％
で
あ
る
。
こ
れ

に
比
べ
て
、
本
市
は
全
国
の
平
均
か
ら
２
・

ら
、
改
修
計
画
を
策
定
す
る
。

　
　
　

福
島
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
で
、
白

　
　
　

石
市
の
文
化
体
育
活
動
セ
ン
タ
ー
の

天
井
が
崩
落
を
し
た
。
同
様
な
危
険
性
が
あ

る
。
改
修
時
期
を
ど
の
よ
う
に
す
る
の
か
。

　
　
　
可
能
な
限
り
早
い
段
階
で
改
修
で
き

　
　
　
る
よ
う
計
画
を
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　

特
定
天
井
の
未
改
修
に
伴
う
危
険
性

　
　
　

を
会
館
利
用
者
に
情
報
提
供
す
る
必

要
が
あ
る
。

　
　
　
状
況
に
応
じ
適
切
な
対
応
を
図
る
。
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未来創政の会

矢﨑 俊秀 議員
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桃源文化会館
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生物多様性に富んだ森林づくりを

▲

天然生林の保全と育成複層林の計画的な整備をしていく。

学校周辺の薄くなった横断歩道の緊急的修繕を

▲

県や関係部署と連携を図り、早急な安全対策に取り組んでいく。
日本共産党南アルプス市議団

松野 昇平 議員

験
に
加
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
、
融
合
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
。

　
　
　
人
材
の
育
成
は
、
非
常
に
重
要
な
課

　
　
　
題
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
本
年
度

よ
り
、
山
梨
県
が
農
業
大
学
校
に
森
林
学
科

を
導
入
し
、
林
業
の
担
い
手
の
育
成
を
図
っ
て

い
く
と
い
う
こ
と
で
、
本
市
に
お
い
て
も
、
こ

れ
ま
で
同
校
の
学
生
に
対
し
、
農
業
の
後
継

者
の
育
成
と
い
う
形
で
支
援
を
し
て
き
た
が
、

こ
の
た
び
林
業
後
継
者
も
支
援
し
て
い
く
こ

と
に
し
た
。
本
市
は
73
％
の
森
林
を
持
っ
て
お

り
、
責
務
で
も
あ
る
の
で
、
育
成
に
つ
い
て
は

十
二
分
に
支
援
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て
も
、
ド
ロ
ー

ン
の
活
用
な
ど
は
将
来
的
に
も
森
林
分
野
に

大
き
く
貢
献
が
で
き
る
と
期
待
を
し
て
い
る
の

で
、研
究
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

  

子
ど
も
た
ち
を

  

交
通
事
故
か
ら
守
る
取
組
み

　
　
　

横
断
歩
道
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
標

　
　
　

示
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
い
る
箇
所

が
市
内
に
散
見
さ
れ
る
。
特
に
学
校
の
周
辺

に
お
い
て
は
、
緊
急
的
に
改
修
す
る
な
ど
の

安
全
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　
　
　
本
市
で
は
、「
通
学
路
交
通
安
全
プ

　
　
　
ロ
グ
ラ
ム
」
を
、
庁
内
関
係
部
局
と

警
察
署
で
構
成
す
る
通
学
路
交
通
安
全
対
策

  

森
林
の
管
理

　
　
　

南
ア
ル
プ
ス
市
の
総
面
積
の
う
ち
、

　
　
　

73
％
を
占
め
る
森
林
の
成
長
や
生
物

多
様
性
に
富
ん
だ
森
林
づ
く
り
に
つ
い
て
市

の
基
本
的
な
考
え
方
は
。

　
　
　
南
ア
ル
プ
ス
山
系
は
、
こ
の
地
域
な

　
　
　
ら
で
は
の
生
物
が
多
く
生
息
・
生
育

し
、
生
物
多
様
性
に
富
ん
だ
日
本
を
代
表
す

る
豊
か
な
自
然
環
境
が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
２
０
１
４
年
に
、
本
市
を
含
む
３
県
10

市
町
村
の
地
域
が
ユ
ネ
ス
コ
エ
コ
パ
ー
ク
へ
登

録
さ
れ
た
。

　
森
林
の
成
長
は
、
植
栽
か
ら
伐
採
ま
で
半

世
紀
以
上
の
長
い
年
月
を
要
し
、
成
長
段
階

に
合
わ
せ
た
適
切
な
管
理
を
実
施
し
な
け
れ

ば
、
強
風
や
土
砂
崩
壊
な
ど
に
よ
り
部
分
的
、

ま
た
は
全
体
的
に
破
壊
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

　
ま
た
、
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
は
、
天
然

生
林
の
保
全
、
針
葉
樹
と
広
葉
樹
を
混
ぜ
合

わ
せ
た
混
交
林
化
を
含
め
た
育
成
複
層
林
の

計
画
的
な
整
備
や
、
野
生
動
物
に
つ
い
て
も
、

回
廊
等
生
活
す
る
空
間
の
確
保
に
つ
い
て
配

慮
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

　
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
捉
え
、
適
切
な
森
林

管
理
や
健
全
な
森
林
資
源
の
維
持
造
成
を
推

進
し
て
い
く
。

　
　
　

担
い
手
の
育
成
と
定
着
化
を
ど
う
捉

　
　
　

え
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
作
業
の
効

率
化
の
た
め
に
先
人
た
ち
か
ら
の
知
恵
や
経

会
議
に
お
い
て
共
有
し
、
児
童
生
徒
が
安
全

に
通
学
で
き
る
よ
う
、
通
学
路
の
安
全
確
保

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
毎

年
４
月
に
各
学
校
へ
通
学
路
点
検
を
依
頼
、

５
月
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
等
の
協
力
を
得
て
点
検
を

実
施
し
、
そ
の
結
果
が
教
育
委
員
会
に
報
告

さ
れ
る
。
報
告
さ
れ
た
点
検
結
果
を
踏
ま
え
、

関
係
機
関
で
対
象
箇
所
を
合
同
点
検
し
、
場

所
や
状
況
、
改
善
方
法
を
特
定
す
る
。
３
学

期
に
は
、
実
施
さ
れ
た
改
善
状
況
が
対
策
会

議
に
お
い
て
報
告
さ
れ
、
そ
の
結
果
を
本
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

　
改
善
の
緊
急
性
が
高
い
場
所
を
確
認
し
た

場
合
は
、
個
別
に
庁
内
関
係
部
局
や
警
察
署

な
ど
と
連
携
を
図
り
、
早
急
な
安
全
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

QAQ

AQA

再塗装された巨摩高校東側
交差点の横断歩道
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討
議
の
焦
点

教育環境の向上へ向けての取組みについて
市の考えは

▲

自分の価値観を確立し、自己実現を図れる子どもを育てて
　いくためバックアップをしていく。

南 風

藤田 亜由未 議員

る
事
例
の
拾
い
上
げ
が
難
し
か
っ
た
可
能
性
が

あ
る
。
し
っ
か
り
対
応
し
指
導
し
て
い
く
。

　
　
　
ふ
れ
あ
い
ダ
イ
ヤ
ル
の
利
用
者
の
９

　
　
　
割
が
大
人
で
あ
る
と
の
報
告
で
あ

る
。
窓
口
の
受
付
時
間
も
限
ら
れ
、
電
話
を

持
っ
て
い
な
い
子
ど
も
や
自
宅
に
電
話
が
備

わ
っ
て
い
な
い
家
庭
も
増
え
て
い
る
の
で
、

子
ど
も
た
ち
が
第
三
者
に
直
接
相
談
で
き
る

シ
ス
テ
ム
の
導
入
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
市
の
考
え
は
。

　
　
　
県
の
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
周
知
を
図
る
。

　
　
　
相
談
で
き
る
仕
組
み
は
先
進
事
例
を

見
て
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　
文
部
科
学
省
で
も
、
オ
ン
ラ
イ
ン
や

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
相
談

体
制
の
強
化
を
推
進
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、

一
人
一
台
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
Ｓ
Ｏ
Ｓ
を
出

せ
る
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
も
含
め
て
先

　
　
　
進
事
例
を
調
査
研
究
し
て
い
く
。

　
　
　「
あ
る
ぷ
す
教
室w

ing

」
や
そ
れ
以

　
　
　
外
の
第
三
の
居
場
所
づ
く
り
の
理
解

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　
本
年
度
か
らw

ing

で
は
対
象
学
年
の

　
　
　
引
き
下
げ
に
よ
る
体
験
入
室
を
試
行

し
て
い
る
。

　
ま
た
「
指
導
要
録
上
、
出
席
扱
い
と
す
る

こ
と
が
で
き
る
不
登
校
児
童
生
徒
を
対
象
と

し
た
フ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
の
民
間
施
設
の
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン（
案
）」を
試
行
的
に
行
い
支
援
の

  

教
育
環
境
の
向
上

　
　
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
い

　
　
　
じ
め
へ
の
対
応
と
未
然
防
止
の
取
組

み
は
。

　
　
　
道
徳
授
業
な
ど
で
の
子
ど
も
の
情
報

　
　
　
モ
ラ
ル
の
向
上
が
重
要
。
教
員
間
で

も
ト
ラ
ブ
ル
事
例
の
共
有
を
図
っ
て
い
る
。「
ふ

れ
あ
い
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
設
置
し
て
い
る
の
で
、

よ
り
き
め
こ
ま
か
な
対
応
が
で
き
る
よ
う
相

談
体
制
を
整
え
関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ

て
い
く
。

　
　
　
各
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る
「
い
じ

　
　
　
め
防
止
基
本
方
針
」
が
生
か
さ
れ
て

い
な
い
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
る
が
。

　
　
　
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
仕
組
み
を
研
究
し
な
が
ら
、

　
　
　
子
ど
も
た
ち
の
声
を
受
け
や
す
い
よ

う
取
り
組
ん
で
い
く
。一部
に
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
関
す

在
り
方
や
有
効
性
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
学
校
に
行
か
な

　
　
　
い
・
行
け
な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え

て
い
る
中
で
不
安
を
感
じ
る
保
護
者
も
多

い
。
保
護
者
へ
向
け
て
の
情
報
提
供
や
勉
強

会
な
ど
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
考
え
は
。

　
　
　
県
の
相
談
窓
口
、
ふ
れ
あ
い
ダ
イ
ヤ

　
　
　
ル
、
学
校
や
担
任
で
対
応
し
て
い
く
。

他
に
も
先
進
事
例
を
参
考
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

　
　
　
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
、
校
務

　
　
　
や
保
護
者
と
の
事
務
連
絡
等
の
効
率

化
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
の
考
え

は
。

　
　
　
学
校
に
よ
っ
て
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
も

　
　
　
あ
る
。
有
効
性
の
あ
る
事
例
を
検
証

し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
　
主
権
者
教
育
を
含
め
、
子
ど
も
た
ち

　
　
　
が
積
極
的
に
ま
ち
づ
く
り
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
豊
か
な
ま
ち
に
向
け
て
の
、
市

長
の
考
え
は
。

　
　
　
今
の一番
の
問
題
は
、
社
会
の
状
況
。

　
　
　
教
育
理
念
と
い
う
よ
う
な
高
邁
な
も

の
を
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
自
分
の

価
値
観
を
確
立
し
、
自
己
実
現
を
図
れ
る
よ

う
な
子
ど
も
を
育
て
て
い
く
。
至
難
の
業
で

は
あ
る
が
、
市
と
し
て
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
。

QA

QAQ

A Q

A QA

QA QAQA

南アルプス市いじめ防止基本方針

※画像後送
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質問の主題

国の重要文化財の
活用に向けて

  

安
藤
家
住
宅
駐
車
場
へ
の

  

進
入
路
整
備

　
　
　
滝
沢
川
土
手
か
ら
駐
車
場
へ
の
直
接

　
　
　
進
入
路
を
整
備
す
べ
き
と
考
え
る

が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
中
型
以
上
の
バ
ス
で
の
来
館
の
場
合

　
　
　
は
、
滝
沢
川
河
川
敷
に
停
車
し
、
乗

り
降
り
を
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

　
安
藤
家
住
宅
の一
層
の
活
用
を
促
進
し
、

周
辺
住
民
の
安
全
性
と
来
館
者
の
利
便
性
に

も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
今
後
、
滝

沢
川
河
川
敷
か
ら
の
進
入
路
の
設
置
を
含
め
、

対
策
を
検
討
し
て
い
く
。

新政南アルプス

保坂 健 議員

QA

新政南アルプス

飯野 多惠子 議員

質問の主題

子育てにやさしい
まちづくりの推進を

　
　
　
４
月
か
ら
、
３
歳
未
満
児
の
保
育
料

　
　
　
完
全
無
償
化
に
合
わ
せ
、
在
宅
で
育

児
を
す
る
保
護
者
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

市
内
５
か
所
の
保
育
園
等
で
「一時
預
か
り
保

育
」
の
利
用
者
負
担
額
を
無
償
化
す
る
。

  

子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

　
　
　「（
仮
称
）子
育
て
応
援
宣
言
」
取
組

　
　
　
み
へ
の
市
の
考
え
と
、
ど
の
よ
う
な

効
果
を
期
待
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
「
子
育
て
支
援
」
を
市
政

　
　
　
の
最
重
要
課
題
に
位
置
付
け
取
り
組

ん
で
き
た
。
宣
言
を
す
る
こ
と
で
、「
若
い
世

代
が
結
婚
、
出
産
、
子
育
て
に
希
望
が
持
て

る
ま
ち
」
と
し
て
、
市
民
を
は
じ
め
、
市
外

の
方
に
も
ア
ピ
ー
ル
し
、
移
住
・
定
住
促
進

に
も
期
待
す
る
。

　
　
　
多
岐
に
わ
た
り
子
育
て
支
援
は
あ
る

　
　
　
が
、
新
た
な
施
策
は
あ
る
の
か
。

QA

　
　
　
４
月
か
ら
、「
こ
ど
も
家
庭
相
談
課
」

　
　
　
が
「
相
談
支
援
担
当
」
と
「
途
切
れ

の
な
い
支
援
担
当
」
の
２
担
当
で
ス
タ
ー
ト

し
た
。「
福
祉
総
合
相
談
課
」
や
「
子
育
て

支
援
課
」、「
障
が
い
福
祉
課
」、「
健
康
増
進

課
」、「
教
育
委
員
会
」
等
の
連
携
は
効
果
的

に
機
能
し
て
い
る
の
か
。

　
　
　
「
こ
ど
も
家
庭
相
談
課
」は
、す
べ
て
の

　
　
　
子
ど
も
と
、
そ
の
家
庭
お
よ
び
妊
産

婦
等
へ
の
福
祉
に
関
す
る
支
援
を
行
う
「
こ
ど

も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」と
し
て
設
置
し
た
。

両
担
当
と
も
、庁
内
各
部
局
と
連
携
し
業
務

を
進
め
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
密
接
に

連
携
し
、
よ
り
効
果
的
に
機
能
し
て
い
る
。

Q

A

QA

安藤家住宅駐車場

Q

A

   

中
高
年
の
就
農
支
援
事
業
の
拡
大

　
　
　
中
高
年
の
農
業
継
承
者
経
営
安
定
支 

　
　
　
援
事
業
は
、
そ
の
対
象
者
条
件
が
65

歳
未
満
で
あ
る
こ
と
、
認
定
農
業
者
で
あ
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。
今
後
、
こ
の
事
業
の

利
用
者
を
拡
大
し
農
業
の
振
興
に
つ
な
げ
て

い
く
た
め
に
は
、
制
限
は
必
要
な
い
と
考
え

る
が
、
市
の
所
見
は
。

　
　
　
安
定
し
た
農
業
経
営
に
繋
が
る
と
考

　
　
　
え
、
年
齢
を
64
歳
ま
で
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
継
承
さ
れ
た
農
業
を
、
継
続
し
て

経
営
す
る
た
め
に
は
、
し
っ
か
り
と
し
た
経
営

計
画
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
５
年
間
の
経
営

計
画
を
策
定
し
た
認
定
農
業
者
を
要
件
と
し

て
い
る
。
今
後
の
申
請
状
況
、
就
農
希
望
者

の
意
見
や
要
望
等
を
伺
い
な
が
ら
、
就
農
希

望
者
に
と
っ
て
活
用
し
や
す
く
、
安
定
し
た

農
業
経
営
へ
の
支
援
と
な
る
よ
う
、
本
事
業

の
改
善
と
地
域
に
合
っ
た
市
独
自
の
施
策
を

研
究
し
て
い
く
。
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

地域の活気・活力を
取り戻すには・・・！

こ
と
で
、
近
隣
住
民
の
助
け
合
い
に
よ
る
「
共

助
」
が
機
能
せ
ず
、
深
刻
な
問
題
で
あ
る
と

捉
え
て
い
る
。

　
　
　
地
域
の
団
結
力
の
強
化
に
は
、
地
域

　
　
　
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
の
復
活
が
有
意
義

だ
と
思
う
が
、
財
政
状
況
が
良
い
現
在
、
財

政
の
面
で
地
域
を
応
援
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
や
行
事
は
、
そ
の

　
　
　
地
域
の
伝
統
文
化
の
継
承
は
も
と
よ

り
、
成
し
遂
げ
た
達
成
感
を
地
域
全
体
で
共

有
で
き
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
団
結
力
の
強

化
に
は
、
大
変
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
か
ら
途
絶
え
て

し
ま
っ
た
行
事
も
あ
る
か
と
思
う
が
、
復
活
に

向
け
、
取
り
組
む
こ
と
も
大
切
で
あ
る
。

  

地
域
再
生

　
　
　
地
区
役
員
・
各
種
団
体
の
役
員
の
な

　
　
　
り
手
不
足
は
深
刻
で
あ
る
。
こ
れ
を
、

ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
近
年
、
社
会
構
造
の
変
化
や
核
家
族

　
　
　
化
の
進
行
、
多
様
な
価
値
観
の
尊
重

に
よ
り
、
地
域
社
会
と
の
関
わ
り
が
失
わ
れ

つ
つ
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
自
治
会
の
加
入
率

の
低
下
に
も
表
れ
て
お
り
、
地
区
役
員
や
各

種
団
体
の
役
員
の
な
り
手
不
足
に
繫
が
っ
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

　
自
治
会
は
、
地
域
課
題
に
取
り
組
む
組
織

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
自
治
会
が
希
薄
化
す
る

新政南アルプス

三木 充 議員

QA

新政南アルプス

有野 一成 議員

質問の主題

高齢者福祉の充実と
観光振興は！！

ま
ず
は
、
自
治
会
な
ど
を
中
心
に
、
地
域
の

中
で
イ
ベ
ン
ト
等
の
内
容
を
協
議
し
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
気
運
を
醸
成
し
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
考
え
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
市
営
住
宅
に
つ
い
て

の
１
２
４
人
か
ら
２
０
１
９
年
度
は
63
人
と
半

減
し
て
い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
２
０
２
１
年
度

は
82
人
に
増
加
し
て
い
る
。
ま
た
、
２
０
２
５

年
に
は
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る
た
め

南
部
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
も
検

討
し
て
い
く
。

  
観
光
振
興

　
　
　
年
間
を
通
じ
て
楽
し
め
る
観
光
プ
ロ

　
　
　
グ
ラ
ム
へ
の
取
組
み
は
。

　
　
　
今
秋
に
は
山
梨
ス
ポ
ー
ツ
エ
ン
ジ
ン
と

　
　
　
連
携
し
、
県
営
南
ア
ル
プ
ス
林
道
を

活
用
し
た
サ
イ
ク
ル
イ
ベ
ン
ト
を
試
験
的
に
開

催
す
る
。
そ
の
実
証
実
験
等
を
踏
ま
え
通
年

観
光
の
方
策
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

  

高
齢
者
福
祉
の
充
実

　
　
　
地
域
支
え
あ
い
協
議
体
の
活
動
は
。

　
　
　
自
治
会
圏
域
で
活
動
す
る
第
３
層
協

　
　
　
議
体
は
、
市
内
６
割
の
自
治
会
が
活

動
し
て
い
る
。
自
治
会
に
対
し
て
協
議
体
活

動
へ
の
理
解
を
深
め
て
頂
け
る
よ
う
努
め
て
い

く
。

　
　
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
現
状
と

　
　
　
課
題
は
。

　
　
　
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
や
日
常
生
活
支

　
　
　
援
等
の
相
談
件
数
は
大
幅
に
増
加
し

て
い
る
。一方
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

の
要
介
護
認
定
移
行
者
は
、
２
０
１
７
年
度

QA

　
　
　
エ
コ
パ
伊
奈
ケ
湖
や
芦
安
地
域
の
施

　
　
　
設
等
を
ど
う
活
用
し
て
い
く
の
か
。

ま
た
、
夜
叉
神
峠
に
軌
道
系
乗
物
の
導
入
は
。

　
　
　
民
間
関
係
団
体
と
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

　
　
　
検
討
ワ
ー
キ
ン
グ
を
立
ち
上
げ
、
滞

在
型
周
遊
観
光
が
可
能
な
事
業
を
検
討
し
て

い
く
。
軌
道
系
乗
物
の
導
入
に
つ
い
て
は
、
登

　
山
口
か
ら
夜
叉
神
峠
ま

　
で
８
０
０ｍ
の
距
離
が
あ

　
り
、
モ
ノ
レ
ー
ル
や
ケ
ー

　
ブ
ル
カ
ー
の
導
入
が
現

　
実
的
で
あ
る
と
調
査
報

　
告
が
あ
っ
た
。
今
後
は

　
さ
ま
ざ
ま
な
視
点
か
ら

　
研
究
し
て
い
き
た
い
。

QA

QA

自治体と各種団体の協議のようす

QA

夜叉神峠に軌道系乗物の導入を

QA
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質問の主題

公園の施設設備の
充実と清潔感ある
トイレを

て
い
く
。

　
　
　
都
市
公
園
再
整
備
計
画
の
中
で
、
櫛

　
　
　
形
総
合
公
園
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の

コ
ー
ス
が
計
画
さ
れ
て
い
る
が
、
コ
ー
ス
の

中
に
一
休
み
で
き
る
ベ
ン
チ
を
随
所
に
設
置

し
、
リ
ハ
ビ
リ
の
方
も
利
用
で
き
る
よ
う
細

や
か
な
コ
ー
ス
づ
く
り
を
検
討
す
べ
き
で
あ

る
と
思
う
が
、
市
の

見
解
は
。

　
　
　
コ
ー
ス
設
定

　
　
　
に
は
ベ
ン
チ

等
の
休
憩
設
備
を
配

慮
で
き
る
よ
う
検
討

し
て
い
く
。

  

公
園
の
施
設
整
備

　
　
　
公
園
の
施
設
整
備
に
は
細
や
か
な
配

　
　
　
慮
で
、
環
境
整
備
を
す
る
こ
と
を
期

待
す
る
が
市
の
考
え
は
。

　
　
　
公
園
施
設
の
長
寿
命
化
改
修
計
画
に

　
　
　
よ
り
、
公
園
機
能
の
保
全
を
図
り
、

適
切
な
維
持
管
理
と
と
も
に
利
用
者
の
視
点

に
立
ち
、
施
設
整
備
に
努
め
て
い
く
。

　
　
　
櫛
形
総
合
公
園
西
側
エ
リ
ア
は
「
日

　
　
　
陰
が
少
な
い
」
と
い
う
利
用
者
の
声

に
対
し
、
市
の
対
策
は
。

　
　
　
日
陰
は
熱
中
症
対
策
と
し
て
も
必
要

　
　
　
と
認
識
し
て
い
る
。
現
在
実
施
し
て

い
る
都
市
公
園
再
整
備
計
画
の
中
で
検
討
し

躍進会

北村 千代子 議員

QA

公明党

河野 木綿子 議員

質問の主題

高齢運転者への
安全運転と免許証
返納者支援を！

  

公
園
の
ト
イ
レ

　
　
　
防
犯
上
の
危
険
防
止
や
体
調
不
良
時

　
　
　
の
通
報
装
置
の
設
置
に
つ
い
て
市
の

見
解
は
。

　
　
　
都
市
公
園
屋
外
ト
イ
レ
26
か
所
の
う

　
　
　
ち
15
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る
が
、

安
心
安
全
の
観
点
か
ら
、
設
備
の
設
置
を
検

討
し
て
い
く
。

　
　
　
経
年
劣
化
し
て
い
る
ト
イ
レ
の
黄
ば

　
　
　
み
く
す
み
、
水
垢
を
磨
い
て
、
衛
生

的
で
清
潔
感
の
あ
る
ト
イ
レ
設
備
を
望
む

が
、
市
の
見
解
は
。

　
　
　
長
寿
命
化
改
修
計
画
の
中
で
検
討
し

　
　
　
て
い
く
。

な
取
組
み
を
参
考
に
山
梨
県
交
通
安
全
協
会

や
南
ア
ル
プ
ス
警
察
署
と
連
携
し
、
実
態
に

即
し
た
支
援
事
業
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
運
転
免
許
証
を
返
納
し
た
ド
ラ
イ

　
　
　
バ
ー
に
特
典
を
付
け
る
支
援
を
提
案

し
た
が
、
そ
の
後
の
検
討
は
。

　
　
　
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
バ
ス
の
年
間
「
定
期
券
」

　
　
　
を
、「
運
転
経
歴
証
明
書
」
を
提
示

  

高
齢
者
の
安
心
安
全
な

  

自
動
車
運
転
の
あ
り
方
と

  

運
転
免
許
証
返
納
者
へ
の
支
援

　
　
　
令
和
元
年
９
月
に
質
問
し
た
が
、
高

　
　
　
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
自
動
車
事
故

を
減
ら
す
た
め
の
安
全
運
転
講
習
や
技
術
講

習
な
ど
の
取
組
み
の
進
展
は
。

　
　
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
に
よ
る
事
故
の
割

　
　
　
合
は
高
ま
っ
て
お
り
、
市
内
で
は
、

65
歳
以
上
の
高
齢
者
に
よ
る
交
通
事
故
に
占

め
る
割
合
は
、
令
和
２
年
が
全
体
の
41
％
、

令
和
３
年
は
38
％
と
高
い
水
準
で
推
移
し
て

お
り
、
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
事
故
防
止
対
策

は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。
今
後
は
、
先
進
的

QA

す
る
と
、
３
千
円
を
、
毎
年
２
千
５
百
円
で

購
入
で
き
る
割
引
特
典
が
あ
る
。
他
市
の
状

況
も
参
考
に
す
る
中
で
検
討
し
た
が
、
返
納

年
度
の一時
的
な
特
典
で
あ
り
、
継
続
的
な
支

援
に
繋
が
ら
な
い
た
め
、
導
入
し
な
か
っ
た
。

今
後
も
検
討
す
る
。

●
そ
の
他
の
質
問

 

・
子
ど
も
を
失
っ
た
家
族
へ
の
ケ
ア
支
援
に
　

　
つ
い
て

 

・
不
育
症
に
つ
い
て

 

・
加
齢
性
難
聴
へ
の
支
援
に
つ
い
て

 

・
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
撤
去
改
修
補
助
事
業
、
木
造

　
住
宅
耐
震
改
修
等
の
受
領
委
任
払
い
の
適

　
用
拡
大
に
つ
い
て

QA

櫛形総合公園西側エリア

QA

QA

QAQA
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質問の主題

物価高騰の折、
学校給食費無償化の
決断を 日本共産党南アルプス市議団

名取 泰 議員
南風

櫻田 力 議員

質問の主題

南アルプス IC
周辺の開発可能性と
土地利用方針は

　
　
　
強
み
と
機
会
、
弱
み
と
脅
威
な
ど
、

　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
の
要
因
を
複
合
的
に
掛
け

合
わ
せ
て
分
析
し
、
土
地
利
用
や
導
入
機
能

の
具
体
策
を
検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
企
業
意
識
調
査
結
果
に
よ
れ
ば
、
こ

　
　
　
の
地
域
に
魅
力
を
感
じ
て
い
る
企
業

は
約
３
割
で
あ
り
、「
市
の
方
針
・
計
画
が

定
ま
っ
て
い
な
い
段
階
で
は
検
討
に
至
ら
な

い
」
と
の
回
答
が
多
か
っ
た
と
の
こ
と
で
あ

る
。
市
の
方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
が
急
務
と

考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に
計
画
を
進
め

て
い
く
の
か
。

　
　
　
本
市
の
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

　
　
　
と
な
る
魅
力
と
可
能
性
を
秘
め
た
場

  

南
ア
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
周
辺
整
備
事
業

　
　
　
開
発
可
能
性
を
探
る
た
め
に
Ｓ
Ｗ
Ｏ

　
　
　
Ｔ
分
析
を
活
用
し
た
理
由
は
。

　
　
　
対
象
地
域
の
現
状
の
姿
を
客
観
的
に

　
　
　
捉
え
る
必
要
が
あ
り
、
プ
ラ
ス
要
因

で
あ
る
強
み
と
機
会
、
マ
イ
ナ
ス
要
因
と
な
る

弱
み
と
脅
威
を
整
理
す
る
た
め
に
活
用
し
た
。

　
　
　
議
員
説
明
会
で
報
告
さ
れ
た
Ｓ
Ｗ
Ｏ

　
　
　
Ｔ
分
析
の
内
容
は
、
対
象
地
域
の
現

況
を
整
理
し
た
に
す
ぎ
ず
、
分
析
目
的
の
開

発
可
能
性
や
土
地
利
用
の
在
り
方
の
戦
略
、

戦
術
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
い
。
分
析
が
途

中
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

QA

Threat

Strength Weakness

Opportunity

　
併
せ
て
、
保
護
者
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
、

臨
時
的
に
、
本
年
度
の
２
学
期
、３
学
期
分
の

小
中
学
校
の
給
食
費
を
、
約
３
割
減
額
す
る
。

 

奨
学
金
事
業

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
の
も
と
、
市

　
　
　
と
し
て
給
付
型
の
奨
学
金
を
拡
充
す

  

学
校
給
食

　
　
　
コ
ロ
ナ
禍
に
加
え
、
物
価
高
騰
が
深

　
　
　
刻
と
な
っ
て
い
る
。
今
こ
そ
、
給
食

費
を
無
償
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
こ
れ
ま
で
学
校
給
食
法
に
基
づ
き
、

　
　
　
保
護
者
に
給
食
費
を
負
担
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
、
現
時
点
で
無
償
化
す
る
考
え

は
な
い
。

　
し
か
し
、
物
価
高
騰
の
影
響
は
大
き
い
た

め
、
質
を
低
下
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
美
味
し

い
給
食
を
提
供
し
て
い
く
た
め
、
本
年
度
は
、

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
賄
材
料

費
の
物
価
高
騰
分
を
保
護
者
に
転
嫁
せ
ず
、

市
が
負
担
す
る
。

QA

べ
き
と
考
え
る
が
。

　
　
　
本
市
の
給
付
型
奨
学
金
に
は
「
小
林

　
　
　
愛
則
育
英
奨
学
金
」
が
、
貸
与
型
に

は
、「
南
ア
ル
プ
ス
市
奨
学
金
」
と
芦
安
地
区

に
住
所
の
あ
る
生
徒
に
限
定
し
た
「
育
英
奨

学
金
」
が
あ
る
。

　
給
付
型
奨
学
金
の
拡
充
に
つ
い
て
は
、
財

源
の
確
保
、
給
付
の
基
準
設
定
や
公
平
性
の

担
保
な
ど
の
点
で
、
難
し
い
と
考
え
て
い
る
。

　
ま
ず
は
、
貸
与
型
の
奨
学
金
に
つ
い
て
、

返
済
が
困
難
な
ケ
ー
ス
に
対
し
、
返
済
の
猶

予
や
据
え
置
き
、
期
間
の
延
長
等
の
方
策
を

検
討
し
て
い
く
。

Q

A所
で
あ
り
、
立
地
特
性
を
最
大
限
に
活
か
し

た
土
地
活
用
を
目
指
し
て
い
る
。
今
年
度
、

学
識
経
験
者
、
市
内
団
体
、
地
権
者
代
表

等
に
よ
る
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
計
画
の

早
期
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

Q

AQA

南アルプス市の学校給食
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一般質問一般質問一般質問

質問の主題

参入企業が決まった
のに、なぜ企業名を
発表しないのか

え
で
あ
る
。

　
　
　
事
業
候
補
者
が
決
定
し
た
の
で
あ
れ

　
　
　
ば
参
入
企
業
を
発
表
す
べ
き
で
あ

る
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
正
式
に
企
業
名
を
発

表
す
る
の
か
。

　
　
　
進
行
状
況
か
ら
し
て
、
７
月
中
旬
に

　
　
　
は
発
表
で
き
る
と
思
う
。

  

住
民
訴
訟

　
　
　
市
民
か
ら
、
広
河
原
山
荘
新
築
工
事

　
　
　
の
実
施
設
計
に
つ
い
て
、「
損
害
賠

償
命
令
請
求
住
民
訴
訟
事
件
」
で
訴
え
ら
れ

て
い
る
が
、
裁
判
の
経
過
に
つ
い
て
報
告
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

  

新
産
業
拠
点
整
備

　
　
　

３
月
の
「
市
長
説
明
要
旨
」
の
中
で

　
　
　「
３
月
下
旬
に
事
業
候
補
者
の
決
定

を
す
る
」
と
公
言
し
て
い
た
が
、
当
初
の
予

定
よ
り
遅
れ
て
い
る
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
　
今
年
の
３
月
に
開
催
さ
れ
た
「
南
ア

　
　
　
ル
プ
ス
Ｉ
Ｃ
新
産
業
拠
点
整
備
事
業

審
査
委
員
会
」
に
よ
る
審
査
会
を
経
て
、
応

募
の
あ
っ
た
複
数
の
提
案
の
中
か
ら
、
４
月
１

日
に
事
業
候
補
者
を
選
定
し
た
。
現
在
は
、

県
の
関
係
機
関
や
、
破
産
管
財
人
と
、
工
事

内
容
や
法
令
な
ど
に
つ
い
て
、
協
議
を
重
ね
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
参
入
企
業
に
つ

い
て
は
、
協
定
締
結
と
併
せ
て
公
表
す
る
考

QA

小林 敏徳 議員

　
　
　
住
民
か
ら
令
和
２
年
11
月
25
日
に
甲 

　
　
　
府
地
方
裁
判
所
へ
訴
状
が
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　２月24日にロシアによるウクライナの侵略が始

まってから５か月が経過しました。

　この間、南アルプス市議会では、３月９日に抗

議の決議を提案し全会一致で可決しました。決議

の内容は下段のとおりです。

　ウクライナの情勢はその後も悪化を続けてお

り、ウクライナから近隣国に避難した人は800万

人以上、ウクライナ国内避難民の推計は700 万人

以上とされています。

　この度、南アルプス市議会では、ウクライナへ

の人道支援のため、令和４年６月28日にUNHCR

（国連難民高等弁務官事務所）へ支援金（22万円）

を送りました。

Q

A

ウクライナ人道支援のための
支援金を送りました

ロシアによるウクライナ侵略に対して
厳重に抗議し、ロシア軍の即時撤退等を
求める決議

　ロシアによるウクライナへの侵略は、国際社会
の平和と安全を著しく損なう、断じて容認するこ
とができない暴挙である。
　このようなロシアによる力を背景とした、一方
的な現状変更への試みは明白な国際法違反であ
り、国際秩序の根幹を揺るがすもので断じて看
過できない。
　よって、本市議会は、ロシアおよびロシアのウ
クライナへの侵略に協力しているベラルーシに対
して、一連の軍事侵略に厳重に抗議し、ロシア
軍の即時撤退を強く求めるものである。
　また、政府においては、邦人の確実な保護や
我が国への影響対策について万全を尽くしてい
ただきたい。
　以上、決議する。

令和４年３月９日　南アルプス市議会

新広河原山荘
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議  会  活  動  報  告

南アルプス市とコーセーコスメポート株式会社は「ユネス
コエコパーク× PEACEFUL  GREEN PROJECT」パートナー協
定を締結し、議会からは飯野議長が協定締結式に出席しま
した。この協定は、両者がパー
トナーとして連携・協働し、
豊かな自然を次世代に引き継
ぐ活動などに取り組むことに
より、自然環境の保全を推進
するものです。

コーセーコスメポート株式会社との
パートナー協定の締結 5月19日

●協定の締結

株式会社フィッツとのパートナー
シップ協定の締結 5月19日

●協定の締結

 

 
 

会派名  支出額 月 日 行政視察先 内容等 

新政南アルプス 
（７人） 

 
交付額 1,260,000 

調査研究 180,699 
資料購入 30,770 
　広報 312,686 
合計 524,155 

R3/11/4 ～5 滋賀県大津市  
「全国市町村国際文化研修所」  
議会改革を考える～先進事例に学ぶ
住民参加・情報公開～  

R4/1    
＜資料購入＞地方議員研究会：10 年目
までの議員向け特別セミナー  

R4/1    ＜広報誌発行＞新政南アルプスだより  

躍進会  
（４人→５人） 
交付額 840,000 

調査研究 820,073 
合計 820,073 

R3/11/4 ～6 
山口県山口市 有限会社  石野製作所  

鹿児島県日置市 鹿児島オリーブ(株) 

公明党  
（３人） 

交付額 540,000 

調査研究 6,664 
合計 6,664 

R3/5/12 山梨県富士吉田市
 

ふるさと納税制度について 

未来創政の会  
（２人） 

交付額 360,000 

資料購入 28,050 
合計 28,050 

R4/3    
＜資料購入＞地方自治制度の歴史他
15冊  

日本共産党 

南アルプス市議団 
（２人） 

交付額 360,000 

　広報 282,105 
合計 282,105 

R3/5・R4/2    
＜広報誌発行＞日本共産党南アルプス
市議団ニュース №50・51  

南風 
（３人→２人） 

 
交付額 420,000 

調査研究　 4,000 
資料購入　 2,860 

合計 6,860 

R3/11  山梨県韮崎市 自主防災会組織の再編成について  

R1/8    
＜資料購入＞地方公共団体歳入歳出 
科目解説（九訂）  

 

   

 

                  （単位：円） 
会費・協力金  お祝い  弔慰  お見舞い  その他  合計  

件数  金額  件数  金額  件数  金額  件数  金額  件数  金額  件数 金額  

 10,000   5,000  121,500  0 4,410   140,910 

交付額は月額15,000円に会派の人数を乗じた金額となります。
交付額に残額が生じた場合には市に返還となり、超過した場合には超過分を議員が自己負担します。

南アルプス市と株式会社フィッツはグリーンパートナー
シップ協定を締結し、議会からは飯野議長が協定締結式に
出席しました。この協定は、ユネスコエコパークの 3 つの
機能である、保全機能、学術
的研究支援機能、経済と社会
の発展機能について相互に連
携を図り、持続可能な社会の
実現に寄与することを目的と
するものです。

1 1 21 0 1 24

◆議長交際費とは議長が議会を代表して各種行事など対外的な活動をするために要する経費です。
令和３年度に支出した議長交際費をお知らせします。

令和３年度 議長交際費の支出状況

（単位：円）

   

 
令和３年度 政務活動費支出内容一覧表

本市では、各会派に政務活動費を交付しています。
令和３年度において、政務活動費を使った各会派の活動は下表のとおりです。
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　昨年の６月に議会改革検討委員会を
立ち上げてから１年が経過しました。
この間、市議会では、委員会内に３つ
の班（１班、２班、特別班）を設置し、
それぞれの班で議会改革に取り組んで
きましたので、これまでの取り組みを
ご報告いたします。

議会改革のこれまでの取組みをご報告します。

南アルプス市議会改革  Vol.4■ ■特 集

議
会
改
革
検
討
委
員
会

 

委
員
長 

斉
藤 

諭 

  １班 
（11名） 

 テーマ：議会の見える化＆市民の声を市政に反映 

  （班長）小池伸吾 （副班長）村松三千雄 
      

  ２班 
（11名） 

 テーマ：行政の監視機能の強化＆政策提言 

  （班長）名取   泰 （副班長）戸栗   淳 
      

  特別班 
（3名） 

 テーマ：タブレットPCを使った議会運営 

  （班長）齊藤博明 （副班長）櫻田   力 

議会改革の
取組み  ❶

テーマ：タブレットPCを使った議会運営

６月議会からタブレットPCを導入
●コスト削減等により議会活動を合理化
　導入することによるメリットは次のとおりです。
　・ペーパーレス化により紙･印刷･配布コストを削減できる。
　・図書追録にかかる加除費を削減できる。
　・資料を持ち歩く必要がなく、見たい資料をすぐに見られる。
　・議員への通知･連絡の迅速化を図れる。
　南アルプス市議会では今回の６月議会からタブレットPCを使用した
議会運営を行いました。今後はタブレットPCを更に有効活用していき
たいと考えています。

タブレットの操作や会議システムの使用方法を学ぶため
延べ４回にわたって研修を行いました。

議会改革の
取組み  ❷

テーマ：行政の監視機能の強化

議会による事務事業評価の試行的実施
●議会による事務事業評価とは
　市役所は市民のために行政サービスを提供しています。
　しかし、市民のために行う行政であるにも関わらず、行政サービス
を提供する側の視点で事業が考えられていることもあるため、中には
「こうすればもっと良くなるのに」と思うような事業もあります。
　議会による事務事業評価とは、行政が真に市民のために行われるよ
うにするため、議会が、市が行う事務事業を、市民目線に立ち、より
多角的な視点で評価することです。
　南アルプス市議会では、昨年度から先進事例の視察を行うなど研究
を重ね、今議会から事務事業評価を試行的に実施していきます。

議会改革の
取組み  ❸

テーマ：行政の監視機能の強化

議員間討議のルールを整備
●議員間討議とは
　議会では通常、議案の説明→質疑→討論→採決  という順を経て、
最終的に議案の可決･否決が決まります。
　しかし、議案の内容によっては、質疑、討論（議案に対する賛成
や反対の一方的な主張）だけでなく、議員同士が十分に討議を行い、
争点や論点を明確にした上で、合意形成を図ることも必要となりま
す。現在、この議員間討議を実施するためのルールの整備を行って
います。

◆事務事業評価の対象とする事業
　６月議会では３つの常任委員会で、事務事業評価の
対象とする事業を決めました。
　今後、事業に対する評価を実施していきます。

 評価の対象とする事業

総務常任委員会　　　・若者世帯定住支援奨励金事業
　　　　　　　　　　・政策研究業務
厚生文教常任委員会　・リサイクル推進事業
産業土木常任委員会　・ユネスコエコパーク推進事業

議案の説明 執行部が議員に議案を説明 ▲

 
質疑 議員が執行部に疑義を質す

▲

  議員間討議  

討論 議員が、賛成か反対か自己の意見を
表明 

▲

採決 議案の可決･否決が決定 
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議会改革の
取組み  ❺

テーマ：議会の見える化

YouTubeを使った動画配信
●スマホで本会議を視聴できます
　これまで議会の本会議を視聴するための方法は、本会議中に議場へ行っ
て傍聴するか、決まった時間にCATVを視聴する方法に限られていましたが、
YouTubeを使った動画配信の実施により、インターネットの環境さえあれ
ばいつでもどこでも配信された本会議の動画を視聴できるようになりました。
　スマートフォンをお持ちの方は、QRコードリーダーで右側のQRコードを
読み込んでみてください。

議会改革の
取組み  ❻

テーマ：議会の見える化

会議録検索システムの整備
　合併(平成15年)以後のすべての定例会･臨時会の
会議録を閲覧･検索できるようにしました。

●会議録検索システムでできること
 ・本会議の会議録を閲覧することができます。
 ・会議録の中から、検索した用語・期間・
　発言者などを表示することができます。

　　　　　　　　　　　　 QRコードはこちら  

▲

議会改革の
取組み  ❼

テーマ：行政の監視機能の強化

予算審査の充実
●これまでの経過　以前は３常任委員会において予算を審査していましたが、改善の必要性があることから議会内で検討を重
　　　　　　　　　　  ね、令和2年の６月議会から、議長を除く全議員により構成される特別委員会による審査を実施しています。
　　　　　　　　　　   特別委員会による予算審査の導入後も、議会が終わるごとに全議員による検証を重ねるなど、効果的な予
　　　　　　　　　　   算審査を行うための試行錯誤を重ね現在に至っています。

●今後の取組み　　予算は、今後の市の方向性を決め、また、市民生活に直結する、とても大事なものです。予算を議決する 
　　　　　　　　　　　議員には大きな責任があります。今後も、より充実した予算(決算)審査の在り方をもとめ、研究を重ねて
　　　　　　　　　　  まいります。

◆例えば、こんな使い方ができます
 用語で検索　例えば「SDGs」という用語で検索すると「SDGs」という 
　用語を含む発言をすべて確認できます。 
   ⇒ ある政策課題に対して、どの議員がどんな発言をしたかがわかります。

 発言者名で検索　発言者を選ぶと、その発言者の全ての発言を閲覧で
　きます。 
   ⇒ 本会議の場で、どの議員がどんな発言をしているかがわかります。

議会改革の
取組み  ❹

テーマ：議会の見える化 ＆ 市民の声を市政に反映

市民アンケートの実施
●これまでの経過　議会だよりNo.74（令和３年10月25日発行）にて市民アンケートを実施　
　　　　　　　　　　  議会だよりNo.76（令和４年４月25日発行）にてアンケート調査を報告 
  　　　　　　　　　　アンケート調査の詳細は、市のホームページからもご覧いただけます。         QRコードはこちら 

▲

●今後の取組み　　私たち南アルプス市議会は、議会がその機能を果たすためには、議会の活動を知ってもらうこと（広報）、
　　　　　　　　　　  市民のみなさまの声に耳をかたむけること（広聴）が欠かせないと考えます。
  　　　　　　　　　　今後は、アンケートを実施することによって明らかになった課題をさらに精査し、市民のみなさまが議会
　　　　　　　　　　  に求めていることを把握して、議会としての取組みに生かしていきたいと思います。

QRコードを読み込むと
本会議を視聴できます。

 

▲

◆本会議を視聴するための方法
   傍　 聴 　〇議会の様子をつぶさに見ることができます。　△決まった時間に議場に行く必要があります。
  C A T V 　〇議場まで足を運ばなくてもCATVの視聴環境があれば視聴することができます。　△放映時間が決まっています。
 YouTube   〇インターネットの環境があれば、いつでもどこでも、配信された動画を視聴することができます。
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編集後記
　晴天に恵まれた6月25日、広河原において「2022 南アルプス開山祭」なら

びに昨年10月完成した広河原山荘の「オープニングセレモニー」が開催され

ました。

　開山祭では先駆者の偉業に感謝し、献花を行い、山岳観光の活性化を祈念

するとともに、登山の安全を祈願する「蔓(つる)払い」の儀式が行われました。

　また新築された広河原山荘は登山者の安全面を考慮した山小屋機能に加

え、登山だけでなく広河原の大自然を散策したり、釣りなどを楽しむ方々の

ためにランチやカフェが利用でき、また宿泊もできる施設となっています。

雄大な北岳の絶景や広河原を囲む白鳳渓谷の素晴らしい景観を満喫し、多く

の皆様の憩いと癒しの場として、ご利用されることを期待しています。

委員長／北村 千代子　　副委員長／松野 昇平　　
委　員／藤田 亜由未、保坂 健、三木 充、斉藤 諭
　　   　河野 木綿子、小林 敏徳　　　　

議会だより編集委員会

みなさんの傍聴をお待ちしております！
　事前申込不要  委員会も傍聴できます

●第３回定例会の会期予定
８月 26日…………………本会議（初日）
８月29日 ～９月５日……………委員会
９月７日 ～８日…………代表・一般質問
　   12日 ～20日………………委員会
　　26日………………本会議（最終日）

※日程等は、定例会前の議会運営委員会で正式 
　に決定されます。（日程が変更になる可能性
　があります。）

●第２回定例会の傍聴者数：30人
※報道関係者9人は除く

市民から  ひ・と・こ・と
HITOKOTO from the Citizen

　年を取れば平穏が一番という感覚がなによりです。
　子どもの頃からみると大きく変わったことやものも沢山ありますが、昔と変わらぬ所に “山の神”
がひっそり置かれているのをみて心が癒されています。
　干涸びた脳味噌には、あまりに急激な変化はなじまないのかもしれません。
　これからの世の中変えていかなければならないことは多いと思いますが、ゆっくりとをモットー
にして進めていただければありがたいです。
　またたく間に過ぎゆく時のあわいにふと考えたことです。飯野  金雄 さん

（地区／飯野）

仙洞田  啓博 さん
（地区／下今諏訪）

　南アルプス市発足から早いもので来年 20年目となります。４町２村の合併で、公共施設の再配
置、各種行事の見直し等、今日に至るまでいろいろな紆余曲折があった中で、市当局ならびに議
員の皆様には大変ご苦労があったと思います。
　現在、南アルプス市は住みよい街になりました。
　今後は、人口減少と少子高齢化が重要な課題かと思われます。南アルプス市だけでは解決でき
ることではありませんが、避けては通れない問題であると認識しております。議員の皆様には、
議論、検討して頂くことをお願いいたします。
　議会から市民にいろいろな情報発信を期待するところです。

市民から  ひ・と・こ・と 募集中
あなたの意見を『議会だより』で発表してみませんか。
市議会に対する意見や感想をぜひお寄せください。
【300 字以内にまとめてください】

                        〒400-0395   南アルプス市小笠原 376 
　　　　　　南アルプス市議会事務局 宛
　　　　　    メール：gikai@city.minami-alps.lg.jp 　
                         FAX：055-282-6459

　【提出先】

『議会だより』の表紙写真を募集しています。
テーマは、南アルプスユネスコエコパークに
ちなんだ市内の自然風景です。市街地や山岳地域など、
これはというものをぜひご投稿ください！

表紙写真 募集中!!

※応募条件や提出方法は市ホームページを
　ご覧ください。
　https://www.city.minami-alps.yamanashi.jp/docs/9395.html

詳しくは
webで
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